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もう数年ｉｉｉになりますが、私が初めて日本環境

教ｆｆ学会運営委員に選ばれたとき、巡営委員会で

学会誌の縞41Sに関する議論がありました。その際、

ある先生が「この学会は新しい学会で、研究分野

としても確立していないのだから、これから学会

を築いていくまい人たちが論文を投稿しやすいよ

うに、落とす辮査ではなく、育てる審在をするよ

うに心がけてほしい」という意味のことをおっしゃ

られました。随分以前のことなので、言葉は正確

ではないと思いますが、概ねこのようなことをおっ

しゃられたと記憶しています。

この最後の部分、「落とす審査ではなく、育て

る辮迩」というのが、私の記憶に焼きついていま

す。掲集委貝会が研究指導をするわけではありま

せんから、「育てる」という意味は、「投稿者を研

究者として育てる」ということではなく、学会の

「研究活動（または研究成果）を育てる」という

意味だと思っています。つまり、「ここがよくな

い」という禰摘よりは、「こうすれば（環境教育

の研究として）よりよくなる」というポジティブ

な擶摘をしましょうということだと思っています。

小川潔先生から編集委貝長を引き継いだときに、

まず股初に私の脳裡に浮かんだのがこの言葉で、

投稿議文を拝見するたびに、常にこの言葉が念頭

にありました。

１Ｍ１号でもお詫びいたしましたが、縞轆作業が遅

れ、投稿者のみなさまに多大なご迷惑をおかけし

たことを垂ねてお詫び申し上げます。２年Ⅲ]とい

う短い間ではありましたが、非常に多くのことを

学ばせていただきました。若毅者の縄架委貝圧を

支えて<だぎいました第６期福集委、のみなさま

に感謝申し上げますとともに、研鯛の機会を与え

て<だきった運営委員、投稿者、学会員のみなさ

まに感謝申し上げます。
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